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■動作環境 

対応 OS Microsoft(R) Windows(R) 7 

Microsoft Windows Vista(TM) 

Microsoft Windows XP Home Edition ／ Professional 

（Microsoft.NET Framework 2.0以上が必要） 

CPU及びメモリ Windows 7 ／ Vista でご使用の場合 

・1GHz 以上のプロセッサ （1GHz 以上（複数コア） 推奨） 

・1GB 以上のメモリ （2GB 以上 推奨） 

Windows XP でご使用の場合 

・500MHz 以上のプロセッサ （800MHz 以上（複数コア） 推奨） 

・512MB 以上のメモリ （1GB 以上 推奨） 

ハードディスク 100MB 以上の空き容量 

※別途データを保存するための空き容量が必要 

その他必要機器 スキャナ（JPEG形式 解像度：600dpi 市販のポータブルスキャナ可） 

※タコグラフ・タスクメーターを読み込むため 

Microsoft Excel(R) ※除雪機械運転日誌を出力するため 

動作確認済 

チャート紙 

タコグラフ：矢崎総業(株)製 26時間記録 時速 45km用 回転記録計：あり 

タスクメーター：(株)トーヨー製 専用チャート紙（TM24A） 

※記載されている会社名・製品名は、各社の商標及び登録商標です。 
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■システムの起動 

 [タコグラフマネージャ]アイコンをダブルクリックして起動します。 

 

 

 

 

 

 

■データファイルの管理方法 

 作業するファイルを選択します。新しく作業を開始（スキャン）する場合は[新規作成]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[新規作成] 

新しく日報を作成します。スキャン画像から稼働時間の読

み込みも行います。 

[複写新規] 

以前に作成したデータを複写し作業を開始します。 

[スキャン画像から稼働時間の読み取り] 

スキャン画像から稼働時間の読み込みを行います。 

（日報の作成は後から行います） 

[開く] 

選択したデータを編集します。 

[削除] 

選択したデータを削除します。 

[アップデートの確認] 

インターネットに接続されている場合、最新のアップデー

トが公開されているか確認します。 

[終了] 

システムを終了します。 

データファイルの表示は、 

[最近作業した順] 

[工区・年度別] 

に切り替えが可能です。 

 

[未編集のみ]ボタンは、スキャナー読込みのみ

で、日報データの編集作業を実施していないデ

ータファイルのみ表示させる場合にクリックし

ます。 
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■タコグラフ・タスクメーターデータの読込み（接続されているスキャナから直接読込む方法） 

 （１）データファイル管理画面より「新規作成」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 （２）「スキャン画像から稼働時間の読込みを行いますか？」のメッセージが表示されます。 

[はい]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

（３）「スキャン画像の読込み」画面より「このパソコンに接続されているスキャナで画像を取込む」にチェックが 

入っていることを確認し、「スキャン開始」ボタンをクリックします。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

[新規作成]ボタンを 

クリックします。 

[はい]ボタンを 

クリックします。 

１．「このパソコンに接続

されているスキャナで画

像を取込む」にチェックし

ます。 

２．[スキャン開始]ボタンを 

クリックします。 
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 ※[取込み設定]ボタンをクリックして表示される「画像取込み設定」画面 

「スキャナから取り込んだ画像の切り抜き処理を行わない」 

スキャン画像の切り抜き処理で、タコグラフの淵まで切り取れてしまうような場合は、チェックを入れてください。 

「複数の感度で取込み最も正確な時間を選択する」 

作業開始/終了時間や休憩時間が正しく読み取られていない場合はチェックを入れて感度の調整を行ってください。 

感度の調整については P7 をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

  

 （４）「ソースの選択」画面で接続されているスキャナを選択し、[選択]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

  

 （５）スキャナの読込み画面が表示されます。読込みを行うタコグラフ・タスクメーターをスキャナにセット後、出力 

解像度を設定し、[スキャン]ボタンをクリックします。 

    【出力形式・解像度の設定】 

  タコグラフ    ： JPEG 形式  600dpi 

  タスクメーター  ： JPEG 形式  200dpi      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記は Canon 社製 CanoScan LiDE210 使用時の読込み手順です。 

※設定画面はご利用になるスキャナの機種により異なります。 

 

１．接続されているスキャ

ナを選択します。 

１． 出力解像度を設定します。 

タコグラフ：600dpi 

タスクメーター：200dpi 

２．[選択]ボタンをクリ

ックします。 

２．[スキャン]ボタンをクリックし

ます。 
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 （６）読込んだ画像データを確認し[ＯＫ]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （７）スキャンデータより、稼働時間が集計されます。 

   再度読込みを行う場合は[スキャン画像から稼働時間の読み取り]ボタンをクリックします。 

実際のタコグラフ・タスクメーター原本との照合確認を行う場合は[画像の確認]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原本との照合は、[画像

の確認]ボタンをクリック

します。 

再度読込みを行う場合は、

[スキャン画像から稼働時間

の読み取り]ボタンをクリック

します。 

[拡大]・[縮小]ボタンをクリッ

クで表示画像を拡大・縮小し

ます。 

画面をマウスでドラッグする

と、表示範囲を移動します。 

[OK] ボタンをクリックし

ます。 

[戻る] ボタンをクリック

します。 
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 （８）スキャン画像の確認 

    読込んだ稼働時間の確認をします。稼働時間集計後、運転開始時刻に赤線、運転終了時刻に青線が自動で 

表示されます。タコグラフ・タスクメータ原本と照合し、必要な場合は開始・終了時刻の修正をします（赤線・青線

の位置は、修正後の位置に自動調整されます）。 

    修正後[ＯＫ]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

「感度の調整」 

信号線が薄い場合や、擦れ線による汚れ等を誤認識する場合は、「感度の調整とは」をクリックし、「設定をOFFにする」チェッ

クを外して再度読込みを実施します。 

信号線が薄い場合など： スライダーのつまみを「感度 高」側に移動させます。 

擦れ線などのノイズを誤認識する場合など： スライダーのつまみを「感度 低」側にスライドさせます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[運転時間] 

作業開始・終了時刻を２４時間単位で入力します。 

[休止時間] 

作業休止の開始時刻と終了時刻を２４時間単位で入力します（運転時間の開始・終了時刻の間で入力します）。 

[整備時間] 

整備の開始時刻と終了時刻を２４時間単位で入力します（運転時間の開始・終了時刻の間で入力します）。 

必要に応じて[運転時間] 

[休止時間] [整備時間]を 

修正します。 

 

修正後[OK]ボタンをクリック

します。 

[拡大]・[縮小]ボタンをクリッ

クで表示画像を拡大・縮小し

ます。 

赤線・青線を全体に微調整

する場合、[右回転]・[左回

転]ボタンをクリックします。 

画面をマウスでドラッグする

と、表示範囲を移動します。 

時間の読込みが正しく行わ

れない場合は、「感度の調

整とは」をクリックし調節しま

す。 
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 （９）業者名・工区名称・路線等、必要な情報を入力します。 

    データ入力後、作業を終了する場合は[閉じる]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

      

  

 ※データが編集された場合「入力した内容を保存しますか？」のメッセージが表示されます。[はい]ボタンをクリックし、

データを保存します。 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２．作業の終了は[閉

じる]ボタンをクリックし

ます。 

[はい]ボタンをクリックします。 

（１）必要事項を入力。 

 

（１）必要事項を入力。 

 

１．必要事項を入力します。 
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■タコグラフ・タスクメーターデータの読込み（既にスキャン済みの画像データから読込む方法） 

 （１）データファイル管理画面より「新規作成」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 （２）「スキャン画像から稼働時間の読込みを行いますか？」のメッセージが表示されます。 

[はい]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

（３）「スキャン画像の読込み」画面より「スキャナで取込み済みの画像ファイルを選択します」にチェックが入ってい

ることを確認し、「ファイル選択」ボタンをクリックします。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

[新規作成]ボタンを 

クリックします。 

１．「スキャナで取込み済みの

画像ファイルを選択します」に

チェックします。 

２．[ファイル選択]ボタン

をクリックします。 

[はい]ボタンをクリックします。 
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「スキャナから取り込んだ画像の切り抜き処理を行わない」 

スキャン画像の切り抜き処理で、タコグラフの淵まで切り取れてしまうような場合は、チェックを入れてください。 

「複数の感度で取込み最も正確な時間を選択する」 

作業開始/終了時間や休憩時間が正しく読み取られていない場合はチェックを入れて感度の調整を行ってください。 

感度の調整については P１１をご参照ください。 

 

 

 

 

 

  

 （４）既に保存済みの画像データを選択し、[開く]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ※取込みを行う画像データは、以下の出力解像度で保存された JPEG 形式のデータをご準備ください。  

     【出力解像度の設定】  タコグラフ：600dpi     タスクメーター ：200dpi 

 

 （５）読み込んだ画像データを確認し[ＯＫ]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．既に読込み済みの画像ファイルを選択します。 

２．[開く]ボタンをクリックします。 

[OK] ボタンをクリックします。 

[拡大]・[縮小]ボタンをクリッ

クで表示画像を拡大・縮小し

ます。 

画面をマウスでドラッグする

と、表示範囲を移動します。 
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 （６）スキャンデータより、稼働時間が集計されます。 

   再度読込みを行う場合は[スキャン画像から稼働時間の読み取り]ボタンをクリックします。 

実際のタコグラフ・タスクメーター原本との照合確認を行う場合は[画像の確認]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （７）スキャン画像の確認 

    読込んだ稼働時間の確認をします。稼働時間集計後、運転開始時刻に赤線、運転終了時刻に青線が自動で 

表示されます。タコグラフ・タスクメータ原本と照合し、必要な場合は開始・終了時刻の修正をします（赤線・青線

の位置は、修正後の位置に自動調整されます）。 

    修正後[ＯＫ]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

[運転時間] 

作業開始・終了時刻を２４時間単位で入力します。 

[休止時間] 

作業休止の開始時刻と終了時刻を２４時間単位で入力します（運転時間の開始・終了時刻の間で入力します）。 

[整備時間] 

整備の開始時刻と終了時刻を２４時間単位で入力します（運転時間の開始・終了時刻の間で入力します）。 

原本との照合は、 

[画像の確認]ボタンを 

クリックします。 

 

必要に応じて[運転時間] 

[休止時間] [整備時間]

を修正します。 

 

再度読込みを行う場合は、

[スキャン画像から稼働時間

の読み取り]ボタンをクリック

します。 

 

修正後[OK]ボタンをクリック

します。 

[拡大]・[縮小]ボタンをクリッ

クで表示画像を拡大・縮小し

ます。 

赤線・青線を全体に微調整

する場合、[右回転]・[左回

転]ボタンをクリックします。 

画面をマウスでドラッグする

と、表示範囲を移動します。 

時間の読込みが正しく行わ

れない場合は、「感度の調

整とは」をクリックし調節しま

す。 
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「感度の調整」 

信号線が薄い場合や、擦れ線による汚れ等を誤認識する場合は、「感度の調整とは」をクリックし、「設定をOFFにする」チェッ

クを外して再度読込みを実施します。 

信号線が薄い場合など： スライダーのつまみを「感度 高」側に移動させます。 

擦れ線などのノイズを誤認識する場合など： スライダーのつまみを「感度 低」側にスライドさせます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （８）業者名・工区名称・路線等、必要な情報を入力します。 

    データ入力後、作業を終了する場合は[閉じる]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

      

  

 ※データが編集された場合「入力した内容を保存しますか？」のメッセージが表示されます。[はい]ボタンをクリックし、

データを保存します。 

  

 

 

 

  

２．作業の終了は[閉

じる]ボタンをクリックし

ます。 

[はい]ボタンをクリックします。 

（１）必要事項を入力。 

 

（１）必要事項を入力。 

 

１．必要事項を入力します。 
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■運転日報ファイルの Excel 出力 

 （１）「書類入力編集」画面の[Excel 出力]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 （２）[提出用書類][確認用書類]のいずれかのボタンをクリックします。 

    [提出用書類] ： 除雪日報の提出様式 

    [確認用書類] ： 画像データとの照合確認用様式 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）出力するファイル名を入力し[保存]ボタンをクリックします。 

     

 

 

 

 

 

 

 

  

  

[Excel 出力]ボタンを 

クリックします。 

出力する様式を 

選択します。 

１．ファイル名を 

入力します。 
２．[保存]ボタンを 

クリックします。 
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 （４）「出力したファイルを開きますか？」のメッセージが表示されます。 

    Excel ファイルを開く場合は[はい]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 （５）Excel 形式で表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Excel ファイルを確認する場

合は[はい]ボタンをクリックし

ます。 
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■マスター登録 

 使用機械・工区・路線・運転手等をあらかじめマスター登録することにより、入力作業を省略できます。 

（１）「書類入力画面」より[マスター登録]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

（２）「マスター登録」画面で必要な項目を登録します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [機械登録]：機械名称、車体番号、管理番号を登録します。  

 

  

 

 

 

 

 

[追加] ： 新しく機械を登録します。 

[削除] ： 選択した機械を削除します。 

[編集] ： 選択した機械情報を編集します。 

[マスター登録]ボタンを 

クリックします。 



 

 

- 16 - 

 

 [作業員登録]：運転手・助手を登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[工区登録]：工区名、路線名、区間名、及びその工区で使用する機械や運転手などを登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※以下のマスターは、初期値の他に必要な場合に登録します。 

[作業の区分]  ： 初期値は、[新雪除雪] [路面整正] [圧雪処理] [拡幅除雪] [歩道除雪] 

[雪質]  ： 初期値は、[乾雪] [濡雪] [締雪] [濡締雪] [粗目雪] [凍雪] 

[天候]  ： 初期値は、[晴] [曇] [雨] [雪] 

 [昼時間・夜時間] ： 初期値は、昼時間 8：00・夜時間 20：00 

 

 

 

 

 

 

[追加] ： 新しく工区を登録します。 

[削除] ： 選択し工区情報を削除します。 

[編集] ： 選択した工区情報を編集します。 

工区名称 ： 工区の名称を入力します。 

機械名称 ： [機械登録]マスターより選択可能（入力も可）。 

車両番号 ： [機械登録]マスターより自動参照（入力も可）。 

管理番号 ： [機械登録]マスターより自動参照（入力も可）。 

運転手 ： [作業員登録]マスターより選択可能（入力も可）。 

助手 ： [作業員登録]マスターより選択可能（入力も可）。 

路線 ： 工区内に複数路線がある場合に登録します。 

[路線を追加] ：路線を追加する場合にクリックします。 

[路線を削除] ：選択中の路線（表示切替ボタンで変更）を 

削除します。 

[追加] ： 新しく作業員を登録します。 

[削除] ： 選択し作業員を削除します。 

[編集] ： 選択した作業員を編集します。 
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お問合せ先 

ワイズ公共データシステム株式会社 

本社：〒380-0815 長野市田町 2120-1 

TEL：026-232-1145 FAX：026-232-1190 

E-Mail info@wise-pds.jp URL:http://www.wise-pds.jp/ 

北海道営業所：札幌市中央区北1 条西2 丁目 11-1 23 山京ビル 7 階 
TEL：011-802-7685 FAX：011-802-7814 

大阪営業所：大阪市中央区内本町2-4-16 オフィスポート内本町 3 階 
TEL：06-6948-6615 FAX：06-6948-6685 

福岡営業所：福岡市博多区博多駅前 3-4-8 ダヴィンチ博多シティ 3 階 

TEL：092-292-8108 FAX：092-292-8125 
 

開発元：株式会社ワイズ 

本社：〒380-0803 長野市三輪 1-8-14 

TEL：026-266-0710 FAX：026-266-0845 

サポートセンター：0269-65-4221 
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